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Ⅰ．はじめに

自閉症スペクトラム障害 （autism spectrum dis-
orders: ASD） のある小児は、表情からの感情理解
や言外の意味理解、場に合った表現法などに、しば
しば独特のコミュニケーション方略を用いる。これ
は、操作的診断法として利用される精神疾患の診断・
統計マニュアル （Diagnostic and Statistical Manual 
of Mental Disorders Fifth Edition: DSM-5） を参照
すると、Persistent deficits in social communication 
and social interaction across multiple contexts すな
わち社会的コミュニケーションと社会的相互交渉の
障害 （著者による仮訳） によるものと考えられる 3）。
しかしながら、ASD 児は、しばしば聴覚や体性感覚、
視覚に過敏性あるいは鈍感性を示すことから、外界
の情報への知覚やそれらの統合における障害が、円
滑な社会的コミュニケーションと社会的相互交渉の
妨げとなるのではないか、と懸念されてきた。なか
でも、顔への注目行動やアイコンタクト、視線への
応答、表情の理解や模倣などの視覚情報処理に基づ
く非言語コミュニケーションの障害は、ASD の臨
床所見として家庭でも気付かれやすく 3, 74）、これら
の原因は視覚を介した認知の特異性にあると解釈さ
れている。近年では、非侵襲的脳機能測定法による
研究が、このような所見についてエビデンスを示す
ようになり、さらに、治療的介入を視野に入れた、
彼らの脳機能の状態把握と効果判定の指標としての
応用も期待されている 51）。

そこで、本稿では、おもにヒト脳機能研究から
得られたエビデンスに基づき、ASD 児の顔認知の
特異性について概観する。なお、引用する研究の
中では、DSM- Ⅳ -TR 2）における自閉性障害 （au-
tism disorders） やアスペルガー障害 （Asperger' s 
disorder）、特定不能の広汎性発達障害 （pervasive 
developmental disorders not otherwise specified） 
を含む広汎性発達障害 （pervasive developmental 
disorders）、あるいは、国際疾病分類第 10 版（In-
ternational Classification of Diseases: ICD-10） 99）で
使用された小児自閉症 （childhood autism）、非定
形自閉症 （atypical autism）、アスペルガー症候群 

（Asperger’s syndrome） を含む広汎性発達障害 
（pervasive developmental disorders） と表記され
るが、各疾患を連続体としてとらえるという見解に
基づいて、本稿では自閉症スペクトラム障害 （ASD） 
に用語を統一して使用する。

Ⅱ．行動所見

ASD 児は、発達の早期からアイコンタクトや人
への選好の乏しさが指摘されている。実際の対面場
面のみならず、ヒトの社会的場面の視聴においても、
ASD 児・者は、登場人物の顔ではなく物画像へよ
り注目しがちである 55）。この兆候は、1 歳ですでに
認められており、映像への①指さし行動や、②他者
に物を見せる行動、③物に名前を付ける行動、④人
を見る行動のうち、とりわけ、④人を見る行動が、
定型発達児よりも、後に ASD と診断された児で顕
著に乏しいことが報告された 65）。

幼児期以降には、人への注目行動の乏しさより
もむしろ、視覚情報を介した実験的研究などから、
ASD 児における顔認知の脆弱性が多数、指摘され
るようになる 8, 11, 12, 43, 53, 88）。しかし、実際の生活活
動場面における彼らの頭部方向を解析してみると、
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やはり 6-8 歳でも依然として人への注目行動が欠落
しがちであることが確認され 33, 76）、実験的にも臨
床的にも顔認知における脆弱性が強く示唆されてい
る。

社会的刺激へ能動的に注意を向ける機会が少ない
ASD 児は 19）、コミュニケーションの重要な手がか
りとなる顔への注目も激減する。それは、結果とし
て顔の知覚頻度を低下させるため、顔認知にともな
う理解や行動の失敗や、社会的コミュニケーション
と社会的相互交渉の障害を引き起こすのかもしれな
い 48）。

さらに、ASD 児・者では、顔の局所的な視覚探
索の方略が異なることも指摘されている 35, 40, 58, 89）。
Klin et al. （2002） の報告によると、定型発達児・
者では目の領域を注視する時間が長いのに対して、
ASD 児・者では顕著に短く、また、口の領域への
注視時間では、定型発達児・者よりも ASD 児・者
の方が有意に延長していた 55）。なお、顔以外への注
意の分散を最小にするため、顔のみを提示した条件
でも、ASD では定型発達よりも目の領域への注視
が少なく 66）、表情の識別の際にも、目ではなく口の
領域に注視する傾向にある 82）。一方で、個人内で視
覚探索の方略を比較すると、やはり ASD 者におい
ても、口よりも目への注視が長い 66, 84）。また、顔識
別のトレーニングを顔パーツのみと顔全体を用いて
行ったところ、ASD 児でも目への識別が優れてい
ることから 40）、児童期では定型発達児の視覚探索と
似た方略を示し、むしろ、視覚探索の初期値が顔の
どのパーツであったかの方が、その後の方略を微妙
に左右するともいわれている。したがって、ASD 児・
者における顔の局所的な視覚探索の方略については
統一した見解が得られたとはいえないが、少なくと
も、定型発達とは異なる発達を遂げ、ひいて、コミュ
ニケーションにおける社会的手がかりとして目以外
の情報にも積極的にアクセスする代償的な方略を選
択するようになる背景がうかがえる 62, 79）。

このような行動の要因の一つに、注意や関心のバ
イアスが挙げられる。ASD 児・者は、そもそも人
や人の顔よりも他のものに関心を示すことが多い 
17, 54）。定型発達児・者では、視覚的探索において顔
の検出が優位に発達するのに対して、ASD 児・者
ではそれがみられないのは、この注意や関心のバイ
アスがもたらす知覚頻度の偏りが要因とも考えられ
る。これを裏付ける研究は少なからず存在し、すな

わち、顔知覚を重ねることによって顔の同定や表情
の再認成績が上昇するなど、ASD 児・者における
介入効果が期待される根拠である 10, 29）。一方、顔の
知覚に特異性があるために、顔への注目行動の乏し
さや独特の視覚的探索の方略、表情理解の難しさ、
顔よりもむしろ無機物への選好を示す可能性も依然
としてある 25, 61）。後者に起因する ASD 児・者の行
動特徴には、顔学習というよりもむしろ、根本的な
治療、あるいは、視覚情報処理に基づく認知特性へ
の周囲の理解や支援を要するといえる。以下の章で
は、後者の特異性について述べる。

Ⅲ．脳機能研究による所見

1．腹側皮質視覚路

網膜に投影された視覚情報は外測膝状帯を通じ
て、大脳では第一次視覚野に初めて到達する。第
一次視覚野より、V2、V4、下側頭葉 （V8 を含む）、
後頭側頭回 （紡錘状回を含む） へとつながる腹側皮
質視覚路は、おもに視覚情報の色や形を処理してい
ることから what pathway と呼ばれる。得られた
視覚情報から顔を同定する際には全体的な処理が求
められるが、低周波情報から符号化した顔構造に加
え、高周波情報からの符号化は顔や顔パーツの輪郭
を抽出するため 63）、空間解像度に優れた腹側皮質
視覚路は、顔の同定に不可欠である。顔の構造的符
号化の継時的変化は、おもに頭皮上脳波や頭蓋内電
極脳波、脳磁図による事象関連電位 （Event Relat-
ed-Potentials: ERP） や周波数の解析から、視覚情
報の入力より 170 ms 後に頂点を示す成分 （N170） 
を指標に明らかにされた。この成分は、紡錘状回や
上側頭溝 （superior temporal sulcus: STS） 付近を
起源とし、顔のみならず顔以外の絵や文字を見たと
きにも出現する。その振幅は、植物や物を見るとき
よりも顔を見るときに増大し、乳児でもその傾向が
認められることから 34, 90）、顔特異的な構造的符号化
がかなり早期に獲得されることを裏付けた。さらに、
N170 成分は、倒立顔を見たときに正立顔よりも増
大、あるいは、遅延するなどの様相を示すため、視
覚情報の全体的処理を反映するものと解釈された。
しかしながら、ASD 児・者では、顔に優位に駆動
される N170 成分こそは認められるものの 30, 68, 77）、
定型発達児・者に比べて、そもそも紡錘状回の機能
が低下し 86）、倒立効果も反映されにくい 59）。正立
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顔への熟達した全体処理からの逸脱が倒立効果と仮
定するなら、顔の局所的な視覚探索への偏重は、顔
認知における倒立効果を減弱する。ASD 児・者に
おける顔の倒立効果の欠落とは、そのような顔の構
造的符号化における方略の特異性に起因するとも考
えられる。

なお、顔全体ではなく口や鼻など限られた顔パー
ツに注目した知覚は、N170 成分の有意な潜時遅延
を示すが、目に注目したときには、顔全体の知覚の
ときと潜時に相違はない 5, 96）。眼球運動計測による
顔への注視領域解析は、新規の顔を見るときにはと
くに目の領域への注視が増え、その行動が紡錘状回
の活動をより増大することを指摘しており 35, 60）す
なわち、顔全体への視覚探索において目への局所的
な注視が多分に占める場合には、目のみを見るとき
の N170 成分と類似した様相を示すと推察される。
一方で、ASD 児・者は口の領域や顔以外の背景へ
注視する傾向にあるものの 55, 66）、提示する顔の種
類 （i.e., 友人や自分の顔） によっては口への注視が
増加しないことがある 49）。また、N170 成分の潜時
は、定型発達児・者に比べると、よく知った顔を見
ているときに遅れることはないが 30）、見知らぬ顔
では遅延する 59）。すなわち、ASD 児・者においても、
視覚刺激への意味情報によって視覚探索の方略が異
なり、それに応じて紡錘状回での活動のタイミング
は変動するものの、顔全体への視覚探索において目
の領域への優位性がないために、顔の倒立効果が減
弱するとも解釈できる。 

さらに、顔構造として符号化された視覚情報は、
顔の構造的変化を手がかりにある特定の感情を意味
する表情として同定される 22）。先に述べたとおり、
ASD 者は、顔の構造認知にともなう紡錘状回の低
賦活が指摘されているが 86）、表情認知にともなう
紡錘状回の低賦活も、fMRI （functional magnetic 
resonance imaging） を用いた研究から確認されて
いる 10, 69, 80, 95）。したがって、ASD 児・者が選択す
る顔の構造的符号化における方略が、表情認知の脆
弱性につながり、ひいて、感情理解のつまずきを示
すのかもしれない。一方で、表情変化のスピードの
違いによって表現される感情が異なることから 42）、
表情の認知には、顔パタンの経時的変化への反応性
もかかわっている可能性が高い。以降の章では、表
情をヒトの動きとして同定するプロセスが、感情理
解におよぼす影響について述べる。

2．背側皮質視覚路

第一次視覚野より V2 や MT/V5 を経て後頭頂葉
へ投射される背側皮質視覚路は、おもに視覚情報の
動きを処理していることから、 where pathway と
呼ばれる。ヒトの動きを検出する知覚現象、すな
わち、バイオロジカルモーション （Biological Mo-
tion: BM） は、紡錘状回および有線外皮質身体領野 

（Extrastriate Body Area: EBA）、Kinetic Occipital 
（KO）、舌状回 （lingual gyrus） など身体知覚にお
ける構造処理に加えて 81）、この where pathway を
通じて MT/V5 および STS を賦活する 20）。MT/V5
は、生物と限らず全ての運動視に貢献するが、STS
は、歩行やダンスなどの全身運動や、その動きが
想定される視線や表情といった生物特融の動き知
覚に関連して賦活される 28, 37, 39, 97）。近年、fMRI や
脳波を用いた研究は、ASD 児において、ヒト歩行
の動きを検出する BM 知覚が、定型発達児に比べ
て STS での活動を減衰することを報告した 31, 32, 41）。
すなわち、ASD 児は、視覚情報から顔の構造的符
号化をするプロセスのみならず、その顔構造の経時
的変化の処理になんらかの脆弱性を抱えていること
が示唆された 7, 56, 57）。これは、表情の理解を阻害す
る深刻な要因と懸念される。

なお、STS は、シンプルな身体運動よりも心の
理論 （Theory of Mind: ToM） をともなった動きを
見ているときの方が優位に賦活され 13, 24, 67）、さらに、
言語の音韻や形態、声など刻々と変化する知覚情報
の統合や意味処理にも貢献している 9, 26, 73）。また、
情動処理に重要に関連する扁桃体は、表情の知覚に
よっても賦活されるが 87, 98）、ASD 者では、それが
縮小であったり、顔構造を符号化する紡錘状回との
関連が脆弱であったりすることも報告されている 21, 

27, 38, 52, 78）。すなわち、ASD にみられる表情からの感
情理解のつまずきとは、顔の構造的符号化やそれら
の継時的な統合処理に加えて、社会性認知や情動反
応も考慮し、脆弱性の元を探るべきである 19, 36）。
3．その他の脳領域

符号化された顔構造は、その後、個体情報と照合
される。このプロセスは、先に述べたとおり、知覚
した構造を符号化する頻度によっては紡錘状回も重
要に関与するが、むしろ、海馬や前頭葉内側面、頭
頂葉が、おもに記憶の照合や蓄積を担うことによっ
て、知覚した顔への既知性を確立してゆく 14, 68, 75, 

94）。
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さらに、自分の顔として同定する場合には、自
己の経験に関連する記憶を照合することがある。
Keenan et al. （2001） は、自分の顔を識別したとき
に顕著に賦活される脳領域として右半球の前頭葉
後下部を指摘した 45, 47, 68, 70, 71, 75, 85, 93）。Kaplan et al. 

（2008） はこの領域が、自分の顔だけでなく自分の
声を識別するときにも顕著に賦活されることも報告
している 44）。通常、視覚や聴覚、体性感覚を通じ
た自他識別は 2 歳までに確立する 1）。しかし、ASD
児は、自己像を通じて自他は識別するものの、自己
意識行動が生じにくい 18, 64, 83）。このことから、自己
覚知の発達不全が疑われるとともに、自己覚知が社
会性発達の礎であることから、他者の考えや意図の
理解の発達におけるつまずきの要因として指摘さ
れていた。そして、fMRI や近赤外線分光法 （near-
infrared spectroscopy: NIRS） を用いた脳血液動態
の研究から、ASD 児・者における右半球の下前頭
葉下部での機能不全が報告されると、彼らの自己覚
知を支える同領域の重要性が注目されるようになっ
た 49, 50, 91, 92）。なお、この領域における、顔の知覚か
ら個体情報の同定に至る時間的な役割は未だ解明さ
れていないが、顔を見て人物判断をする直前の弁別
や注意の状態を反映し、前頭葉から STS や海馬を
含む側頭葉にかけての広い脳領域の貢献が示唆され
ている ERP 成分 （P300/P3b） が 72）、顔が提示され
てからおよそ 300-400 ミリ秒後に頂点を示すことか
ら、少なくともその時間内に関与していると推察で
きる。一方、ASD 児の場合、この顔を手掛かりと
した既知性判断や自他識別のプロセスが ERP 成分
に反映されにくいことから 16, 30）、顔認知における個
体識別が費やす脳活動が記憶照合に左右されない可
能性が示唆されている。
4．情報の統合と顔認知の障害

以上より、ASD にみられる独特の顔認知は、第
一次視覚野以降の視覚連合野である紡錘状回や
MT/V5、STS や海馬を含む側頭葉、前頭葉内側面
や後下部それぞれの形態異常あるいは脆弱性に起
因するともいえるが、むしろ、脳領域間の応答性
や統合における脆弱性 （Weak Central Coherence: 
WCC） が背景病態である、という見解が根強い 23, 

73）。各脳領域間のニューラルネットワーク障害は 4, 

6）、相手の表情や身振りなどの視覚情報について、
ヒトの顔や身体としての符号化やその経時的変化の
処理、さらに、このような手がかりに基づく状況理

解を妨げる。この失敗経験は、コミュニケーション
の生起に至る重要な手続きである顔への注目行動や
その学習を阻害し、社会的刺激への能動的な検出の
低下へとつながることもあるだろう。ASD 児・者
にみられる注意のバイアスとは、WCC が作り出し
た行動の行方ともいえる。

Ⅳ．顔認知研究の展望

ASD 児への支援にあたっては、どのモダリティ
が適切なコミュニケーション手法となるのか、とい
う当事者の認知の状態を把握したうえで、適切なア
プローチを見出すことが望ましい。その点で、顔認
知における脳科学からのエビデンスは、現状を把握
するだけでなく、治療的介入における方略を開発す
る上でも期待できる。なお、本稿で紹介したエビデ
ンスのほとんどが非侵襲的で、繰り返し適用が可能
な評価法から呈されたものであることから、治療や
介入における対象の定期的な状態把握にも応用も期
待できる。

たとえば、Bölte et al. （2006） は、ASD 者を対
象に表情識別トレーニングをコンピュータベース
で行い、fMRI 解析から紡錘状回におけるトレーニ
ング後の活動増大を認めている 10）。さらに佐久間
ら （2012） は、ASD 児を対象に、モデリングやリ
ハーサルなどの個別指導を通じてコミュニケーショ
ン行動 （注目行動の学習ではない） を学習するソー
シャルスキルトレーニング （Social Skills Training: 
SST） を実施し、SST 終了後には応答や援助など他
の子どもへはたらきかける行動が増加あるいは改善
することを報告した 76）。この児の頭部方向解析か
ら、SST 前にはヒトへの注目行動が欠落しがちで
あったのに対して、SST 後には相手への注目行動
が増加したことも確認されている。また、私たちも
佐久間ら （2012） と同様の SST を ASD 児に適用し、
SST の指導員の顔をみるときの ERP 成分 （前述の、
顔を見て人物判断をする直前の弁別や注意の状態を
反映する P300/P3b 成分） が、SST 後に有意に増大
することを確認している 29）。

このように、顔認知における脆弱性があると指摘
されながらも、治療的介入が顔識別における注意資
源の配分や顔構造の符号化、記憶照合やその蓄積に
改善を促すことがエビデンスをもって報告されつつ
あるといえる。一方で、介入による行動変化を脳機
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能データや神経生理学的指標で評価する際の有用点
と問題点も指摘されており 346, 48, 50, 51）、コミュニケー
ション行動への介入効果を裏付ける適切な評価法の
確立のため、エビデンスの蓄積から最適な評価指標
を検討することが今後、求められている。さらに、
上記の報告は、相当する脳領域の短期的な可塑性を
裏付けたものであることから、長期的な定着を追う
ことも本研究分野の課題ともいえる。
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